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北海道駒ヶ岳における１９９８年１０月２５日噴火前後の火山ガス拡散放出の変

化

Change in diffuse degassing of volcanic gas before and after an eruption (Oct. 25, 1998)

of Hokkaido-Komagatake volcano 
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北海道駒ヶ岳では、1 9 9 7年秋以来、1 9 9 6年南火口列の東方に地中温度が高い領域が現われたので、地熱域と
火山ガス放出との関連を調べるためにF 1 0噴気孔を東西に横断する測線でC O２放出量と土壌ガス中のC O２濃度の
測定を行なった。1 9 9 8年8月2 9日に測定を行なったが、2月後の1 0月2 5日に小噴火が起きたので、直後の1 1月6日に
再測定を行なった。その結果、2回の測定とも、C O２放出量が大きい場所や土壌ガス中の C O２の高い場所と地中
温度が高い場所とは異なっており、熱放出とガス放出とは場所的にずれていることが示された。小噴火をはさん
で、CO２放出量や土壌ガス中のCO２の空間分布パターンが変わり、CO２放出量は数分の1に減っていた。

北海道駒ヶ岳は、１９９６年３月５日の小噴火で、昭和４年火口内に新たな火口ができ、その南側に長さ約２
００mの火口列ができた。小噴火以来火口列の噴気活動は継続して推移していたが、１９９７年秋以来火口列の
東方に地中温度が高い領域が現われた（北海道大学有珠火山観測所による）。この高温域が、単に熱だけを出して
いるのか、火山ガス成分の放出も伴っているのかを調べるため、１９９８年８月２９日、火口列のＦ１０噴気孔
をはさんで東西に横断する約２００mの測線で、火口内を覆う土壌を通して大気に放出する（いわゆる火山ガス
の拡散放出）ガス成分の測定を下記の２つの方法で行なった。

１．ＣＯ２放出量：　地面に断面積３８０c m２、高さ１０c mの円筒状の容器をかぶせ、容器内のガスを撹拌し
つつＣＯ２濃度の時間変化を赤外センサーで測定し、時刻０における濃度変化の傾きから計算する。

２．土壌ガス中のＣＯ２：　ステンレス製の長さ５０c mの採気管を地面に打ち込み、採取した土壌ガスをガス
クロマトグラフで分析する。

その結果、ＣＯ２放出量や土壌ガス中のＣＯ２濃度が高い場所が見つかり（最高でそれぞれ３００ｇ／ｍ２／
ｄａｙ、７０００ｐｐｍ）、両者の場所はおおむね一致していたが、高温域とは明らかに異なっており、火山ガス
成分が漏れ出している場所と熱が出ている場所とは少しずれていることが示された。

８月末の測定のほぼ２月後の１０月２５日に１９９６年に噴火が起きた火口で再び小噴火が起きた。そこで、
１１月６日に８月の測定と同じ測定を繰り返し、小噴火をはさんでの火山ガスの拡散放出の特徴の変化を調べた。

その結果、地中温度の高い場所は変化していなかったが、ＣＯ２放出量や土壌ガス中のＣＯ２の空間分布パ
ターンに変化が生じた。火口列の東側１００～１５０mに現われるピークは、８月と同じように現われていたが、
西側のピークがみられなくなった。なお、火山ガス成分が漏れ出している場所と熱が出ている場所とがずれてい
るてんは、８月と同じである。また、ＣＯ２放出量が数分の１に減っており、小噴火による地下でのガス圧減少
を見ている可能性もあるが、観測日直前の降雨によって土壌からガスの逃げやすさが変わることが考えられるの
で、絶対値の変化についてはさらに検討をする。

今回行なった火山ガスの拡散放出測定は、火口以外からでている目視では分からないのガス成分の放出を調
べることができ、火山活動の評価に役立つであろう。


